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本号のテクノスコープでは、「実用化に向けた技術開発が進む
アンモニア燃料」と題して、各分野で大型の実証実験が進むア
ンモニア燃料の技術開発の最新状況を紹介いただきました。ア
ンモニアは燃焼しても二酸化炭素を排出しない燃料としての活
用が期待され、2014 ～ 2018年度に実施された内閣府戦略的イ
ノベーション創造プログラム（SIP）「エネルギーキャリア」で
本格的な技術開発が行われてきました。2020年12月に策定され
た「グリーン成長戦略」では、2050年に向けて成長が期待され
る、14の重点分野が選定され、その１つに水素・燃料アンモニ
ア産業が挙げられました。また「第６次エネルギー基本計画」

では、2030年の電源構成において、水素・アンモニアが１％を
占めることが計画されています。今後大量に必要となるアンモ
ニアは、先ずは海外で製造され、海外輸送されて国内で利用す
ることが計画されていますが、将来的には国内の再生可能エネ
ルギーからアンモニアを製造するための技術開発も行われてい
ます。今年改定される「第7次エネルギー基本計画」では、
2050年を見据えた電源構成が明示されることが予想され、我が
国のアンモニア燃料に対する期待が益々高まるものと思われま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（T.T）
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AMT Germany社の総販売代理店

AMT-GEGA社製 連鋳用熱間切断装置
ドイツ製乾式安全器、標準型と大容量型

従来の多孔式溶剤ユニット メンテ性に優れた六角ノズルヘッドユニット

SIMAX 5 : 大容量型酸素用 SIMAX 8 : 大容量型酸素用 DEMAX 5 : 大容量型燃料ガス用

LG/GRM/S : 切断酸素用 LG/GRM D : 燃料ガス用 LG/GRM : 加熱酸素用
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